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令和７年(ワ)第１２９３４号 損害賠償等請求事件 

原 告  一般社団法人日本化粧品協会 外１名 

被 告  国立大学法人東京大学 外２名 

令和８年４月６日 

東京地方裁判所民事第３７部合議Ｂ係 御中 

 

上 申 書 

 

被告国立大学法人東京大学 訴訟代理人 

弁護士  水  沼  太  郎 

 

標記事件での原告化粧品協会の「 盗難事件」との主張に関し、関連すると思われる

事実が判明したことから以下のとおり報告をする。 

相被告佐藤が被告大学を懲戒解雇されるまで使用していた部屋（教授室）の整理を

していたところ、ロッカーの中に、 

・アピオニール  トータル  スキン  クリーム １９本 

・アシガン  ボタニカル  リップ  エッセンス １７本 

がビニール袋に入った状態で残置されていることを発見した。 

発見当初はこれらが何であるかは不明であったが、前回期日（令和８年３月２５日）

の後、原告化粧品協会代表者および原告ら訴訟代理人が、本件社会連携講座で使用し

ていた部屋内の残置物等の確認をしに来た際に、同人らから受けた説明により 盗難

事件」との主張での被害品ではないかと思料するに至った。 

そこで、原告化粧品協会には、これらが 盗難事件」との主張の被害品であるのか

否かについての回答を求める。また、相被告佐藤には、これらが教授室内のロッカー

の中に残置されていた理由についての説明を求める。  
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以上  


